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万一に備えて必要な情報（家族や親族、利用している福祉サービス等事業所、かかりつけの医療機関など）を円筒ケース（バトン）に入れ、冷蔵のポケットに保管しておくものです。バトンの情報により、緊急連絡先への連絡や体の状態に合わせた適切な対応につながります。「日常生活の安心材料のひとつ」としてご活用ください。　　　上祖師谷地区社会福祉協議会
いのちのバトンの使い方（円筒ケース（バトン）は１世帯１本です。）
１．いのちのバトンの用紙（両面）に、必要事項を記入してください。
☆男性は水色、女性はピンク色の用紙で、1人１枚です。
☆書き直しやすいように、鉛筆などの消せる筆記用具での記入をお勧めします。

２．記入後、用紙を丸めて、円筒ケース（バトン）に入れます。　
☆薬の処方箋（お薬手帳や服用薬の説明書）や健康保険証・かかりつけ医の診察券の写しも入れておくとより安心です（※）。
☆同世帯で複数名が使う場合は、それぞれ個人のいのちのバトンの用紙の後ろに、上記（※）の書類もまとめて、全員分一緒にバトンに入れてください。
３．いのちのバトンは冷蔵庫ドアポケットに保管してください。
４．冷蔵庫の扉など、目につく場所に「シール」を貼ってください。
救急隊員や警察など、かけつけた方々がこのシールを目印に
いのちのバトンの有無を確認します。
５．年１回以上は情報を見直してください。　
内容に変更が生じた場合は、その都度、追加・訂正してください。
情報が古いままだと、「いのちのバトン」が有効に使われない恐れがあります。

· 健康保険証や、介護保険等の等級が変更になった時は必ず変更してください。
６．ペット用いのちのバトン
犬や猫などのペットを飼っているご家庭では、飼い主の“いざという時”はペットにとっても緊急事態です。ペットのための備えを記入できる「ペット用いのちのバトン」もぜひご活用ください。


問い合わせ先：上祖師谷地区社会福祉協議会　事務局
　　　　　　　　070-3946-9805
この事業は、上祖師谷地区の皆様から頂きました、
社協会費で行なっています。
いのちのバトンとは・・・？





※シール見本








